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研究データ管理の支援体制の整備といわれても

具体的なイメージがつかめない
なにから始めてどのような方向性で進めていけばよいかわからない

これから取り組もう
とする担当者
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誰でも自由に利用できるスタートアップにぴったりの便利な
ワークシートを作成しました

取組みをはじめる端緒になれば幸いです

国立情報学研究所
研究データ管理基盤運営委員会

RDM人材育成作業部会
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ワークシートの内容

https://doi.org/10.20736/0002002014 4

https://doi.org/10.20736/0002002014


ワークシートの基になっている表
（業務を担いうる職種）

https://github.com/RCOSDP/rdms-skills/

研究データ管理支援
人材に求められる
標準スキル
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https://github.com/RCOSDP/rdms-skills/


ワークシート内の別シート

http://dx.doi.org/10.7191/jeslib.2017.1113

プロジェクトマネジメント等
の自己評価でよく使われる
成熟度モデルの概念を
実施段階として流用

抽象的な実施段階を
打合せや連絡の有無等で
誰でも容易に自己判断
できるように具体化

これならわかるかも
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http://dx.doi.org/10.7191/jeslib.2017.1113


ワークシートの入力方法
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部署名
を入力

選択肢を選ぶと対応する
実施段階が自動セット

プルダウンから
選択可能

まずは職名と
説明を確認



• 定例ミーティング
• 中期目標・中期計画
• 活動実績報告

期待される実施段階
は連携先や時期・状況
によって異なってくる
かもしれないなあ

システム導入時は
定期的に打合せ
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九州大学の入力例



ワークシートの利用によって

• 実務的なレベルでステークホルダーを明確化できる
• 用件に応じてどの部署に相談すればよいかわかる
• 相談に行く際の論拠としても使える
• いざという時のための連絡先としても使える

• 現在地がわかる
• 連携できているか、いないか

• 目的地がわかる
• どれくらい連携を深めていけばよいか

※機関ごとの支援のありかた次第

想定される効果
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本セッションの最後にこのワークシートを利用した
オンサイトでのワークショップを企画しています

「認知度」「データポリシー」「予算」「サービス体制」「ニーズの把握」
「ITインフラ」の6項目から構成され、より広範囲な評価が可能な
研究データ管理サービス成熟度モデルも公開されています

→ RDM Service Maturity Model
https://github.com/y-minamiyama/RDMS-maturity-model

同付録： RDMサービス成熟度モデル簡易評価ツール (XLSX)
https://github.com/y-minamiyama/RDMS-maturity-model/blob/main/tools/RDMS_maturity_evaluation.xlsx

※2020年9月に大学ICT推進協議会 研究データマネジメント（AXIES-RDM）部会及びオープンアクセス
リポジトリ推進協会（JPCOAR）研究データ作業部会の所属メンバーによって開発

さいごに
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https://github.com/y-minamiyama/RDMS-maturity-model
https://github.com/y-minamiyama/RDMS-maturity-model/blob/main/tools/RDMS_maturity_evaluation.xlsx
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